
1

令和７(2025)年度

第２回 進路説明会

令和７(2025)年11月7日(金)

大阪市立淀川中学校

「進路の手引き②」の冊子を

お手元にご用意ください。

高等学校の入試全般について

第２回 説明会では・・・

●私立専願者の増加

●通信制志望者の増加

●日本語指導を必要とする

生徒の増加(渡日生徒)

近年の進路状況

• 高校で学びたいこと、自分の適性、
将来就きたい職を考えて学校を選
ぶ。

• 学校の特色をよく知る。

• 生徒自身が周囲の人の意見や進
路を参考にし、自らの意思をもって
決定しなければならない。

進路選択にあたって

p.1 中学卒業後の進路

高等学校
高等専門学校(５年制)
専修(専門)学校
高等支援学校
支援学校
高等職業技術専門校
就職
家事・家業

２月 私立入試

２月 公立入試
(実技、面接あり)

３月 公立入試
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p.2 受験のしかた

公立も受験できる。ただし、ど
ちらにも合格したら、必ず公立
高校に入学する。

私立
併願

公立受験はできない。が、併
願より有利。ただし、合格した
ら必ず入学する。

私立
専願

不合格だった場合のことをしっ
かりと考えておくこと。

公立
のみ

• 国立、公立、私立

• 全日制、定時制、通信制

学科や課程から、自分の求める条
件に合った志望校を探す。

p.3 高等学校の学科

私立高校入試について

●学力検査（２～５教科）、面接

●試験日 ２月１０日・１１日(京阪神統一)

●合格発表 ２月１１日～

●授業料無償化制度：現中学３年生から、

保護者の所得や子どもの人数に関わらず、

「授業料のみ」負担がなくなる。

p.6 私立入試について

私立 高校入試の流れ

志
望
校
決
定
１２
月

入
学
志
願
書(

願
書)

作
成

１
月
初
旬

願
書
を
高
校
へ
提
出

(

出
願)

１
月
下
旬

入
試

２
月

合
格
発
表

２
月

• 学科、コース

• 募集人員

• 試験日、合格発表日

• 受験料

• 入試科目 など

• P１６下の注意 Web出願について

p.7～16 私立高校入試一覧
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Webで情報登録（12月中旬頃～）

➜確認用紙を担任へ提出

➜検定料の振込（１月初旬～）

※入金日は私立ごと異なる

➜願書・受験票をプリントアウトし、

担任へ提出

➜願書に写真を貼付(ﾃﾞｰﾀ以外)して完成。

➜出願（郵送or高校へ持ちこみ ）

p.16の下 私立＜Web出願＞

例）大阪産業大学附属高等学校

普通科 特進Ⅰコース 不合格

特進Ⅱコース 合格

転科(まわし)を希望しない場合も、必ず懇談
で伝えてください。

私立 転科合格(まわし合格)

●入試当日のテストの点数、面接、
中学校の評定などから総合的に
合否を決定する。

●募集人数よりも多くの合格者を
出す学校が多数。

(公立高校との併願者がいるため)

私立高校 合否判定
p.17 私立 昨年度からの変更

公立高校の入試について

２月 「特別入学者選抜」
（特別選抜）

３月 「一般入学者選抜」
（一般選抜）

「二次入学者選抜」
(二次選抜)

p.19 公立高校入試

15 16
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p.19～ 公立＜特別選抜＞日程

美術科、体育に関する学科、総合学科(エンパ
ワメントスクール)、多部制単位制など

２月１６・１７日(月・火)
音楽科 ２月３・４日(火・水)

出願期間

２月１９日(木)学力検査

２月２０日(金)
音楽科 １４・１９日(土・木)
ステップスクール(西成、岬)
２０・２４日(金・火)のうち１日

実技/面接

３月２日(月)合格発表

特別選抜で実施しないすべての学科

３月４・５・６日(水・木・金)

通信制
３月２・３・４日(月・火・水)

出願期間

３月１１日(水)学力検査

３月８・９・１０日(日・月・火)
のうち１日

通信制
のみ面接

３月１９日(木)合格発表

p.21～ 公立＜一般選抜＞日程

p.19 特別選抜を行う学科 p.20 実技検査を実施する高校

p.２０ 面接を実施する高校 公立入試 注意点

２月 特別選抜 実技や面接を行う学科
体育・音楽・ｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄｽｸｰﾙなど

３月 一般選抜 ほかのすべての学科

●前期・後期の入試ではない。
●「特別選抜」「一般選抜」どちらとも

受験することは可能だが・・・

「受験は原則１回」
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特別選抜を実施しない
すべての学科

■普通科 ■商業科
■工業科 ■文理学科
■総合学科 など

一般選抜

●R８年３月２５日(水) 面接

p.22 二次選抜

公立高校の合否判定について

・学力検査
（５教科）

・調査書
・自己申告書

※通信制課程
面接のみ

・学力検査

（５教科）

・調査書

・自己申告書

・面接 or 実技

２月 特別選抜 ３月 一般選抜

調査書
３年間の

５段階評定

(９教科)

合計

学力検査
(５教科)

合計

総合点
総合点が高い順に並べて、募集人員
までを合格とする。

p.24～ 公立入試の合否判定

調査書
(９教科)

合計４５０点

学力検査
(５教科)

合計４５０点

総合点 ９００点

公立 一般選抜の合否判定
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学年

３年生

２年生

１年生

割合

３

１

１

p.26 調査書の５段階評定

満点

５中学３年生

５中学２年生

５中学１年生

割合

６

２

２

合計

３０

１０

１０

５０点

９教科 ４５０点５０点

１教科満点

１教科

各教科の評定

調査書
(９教科)

合計４５０点

学力検査
(５教科)

合計４５０点

総合点 ９００点

公立 一般選抜の合否判定

1教科
９０点

調査書 学力検査

総合点

公立入試の合否判定

調査書 学力検査

総合点

公立入試の合否判定 倍率のタイプ

学力検査 調査書

• Ⅰ型 ×1.4倍 ： ×0.6倍

• Ⅱ型 ×1.2倍 ： ×0.8倍

• Ⅲ型  ×1.0倍 ： ×1.0倍

• Ⅳ型 ×0.8倍 ： ×1.2倍

• Ⅴ型 ×0.6倍 ： ×1.4倍
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p.30 当日の試験と評定
倍率タイプ

例） 旭 「倍率のタイプⅡ」

志望校の「倍率タイプ」を
チェック

p.30 学力検査のタイプ

•

•

•

•

•

•

特別選抜は
２種類

一般選抜は３種類

p.30 学力検査のタイプ

＜Step１＞

総合点の高
い者の順に
募集人員の
110％に相
当する者を
(Ⅰ)群

＜Step２＞
(Ⅰ)群の中で総合点の高い者から
募集人員の90％に相当する者を
合格

ボーダー
ゾーン
ボーダー
ゾーン

(Ⅰ)群の中で合格が決まってい
ない者を(Ⅱ)群（ボーダーゾー
ン）と呼びます。
＜Step３＞
ボーダーゾーンの中からは、自
己申告書、調査書の「活動/行動
の記録」の記載内容がその高校
のアドミッションポリシーに極
めて合致する者を優先的に合格
とします。
＜Step４＞
＜Step3＞による合格者を除き、
改めて総合点の高い者から順に
合格者を決定します。

合 格総
合
点
の
高
い
順

ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ
ﾎﾟﾘｼｰに
極めて合致

合

格

p.23 一般選抜・合否判定
ボーダーゾーン
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p.26 一般選抜 ボーダーゾーン

調査書
(９教科)

合計２２５点

学力検査
(５教科)

合計２２５点

総合点

特別選抜の合否判定

実技点(p.21参照)

1教科
45点

満点

５中学３年生

５中学２年生

５中学１年生

割合

３

１

１

合計

１５

５

５

２５点

９教科 ２２５点２５点

１教科満点

１教科

各教科の評定

p.23 特別選抜の合否判定

＜Step３＞

第一手順に
よる合格者
を除き、総
合点の高い
者から順に、
募集人員を
満たすまで
合格とする。

48

募集人員の50％を上
限として合格者を決定

総
合
点
の
高
い
順

総合点で
評価

合 格

意欲を評価

合 格

＜Step１＞

学力検査の成績が、府教育委員会が
定める基準に達した者の中から、A
＝面接、B＝自己申告書、C＝調査
書の「活動/行動の記録」を資料と
して、「学校のアドミッションポリ
シー（求める生徒像）」に最も適合
する者から順に合格とする。その際
の評価の比率は、A：B：C＝２：
１：１とする。

特別選抜の合否判定 まとめ

実技検査を実施

• 学力検査と調査書
の合計点に実技検
査での点数を足し、
総合点とする。

• P２１に各配点あり。

• 上位者から合格と
なる。

面接を実施

• 意欲が大きく評価
される。

• 自己申告書や面
接から、「アドミッ
ションポリシー」に
極めて合致する生
徒から合格にする。

45 46
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p.19 公立 英語・外部テストの活用

 学力検査の英語の点数と以下の換算した
点数とを比較し、高い方の点数を学力検査
の成績とする。S-CBTでも。

英語外部テストを活用する場合の注意

 出願日に合格証明書を提出。
 公立：オンライン出願システムに証明書

をアップロードして、提出する。

 活用する場合、試験日程に注意。

 私立：１１月や１２月の証明書が必要な
場合も。

p.27 複数学科を設置している高校

＜第２志望について＞

•

p.36 公立高校の変更

●R7 募集停止：生野工業
(R１０に東淀工業、泉尾工業、
生野工業の３校が統合）

●R7 城東工科、布施工科が統合し、
「東大阪みらい工科高校」

●R8 春日丘、狭山高校：文理探究科
「現代のさまざまな課題に対し、文理の垣根を越えて

幅広い探究活動に取り組む」

Ｐ２９～３５
公立高校入学者選抜 一覧

●校名

●学科

●所在地

●倍率タイプ、学力検査タイプ

●競争倍率

• 服飾家政、保育、福祉、ゲーム、情報、美容
などの専門知識を身につける。

• 中卒の人を対象とした高等課程を置く「専修
学校」

• 高卒以上の人を対象とした専門課程を置く
「専修学校」のことを「専門学校」

• 基本的に高校と変わらない。

• 通信制高校と技能連携でき、高卒の資格取
得できる。

p.44～47 高等専修学校

51 52
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公立 府立桃谷高校(通信制課程)

私立 大阪府の認可を受けた１３校のほか、

多数の広域通信制高校

●自学自習が基本、私立はサポート体制を

整えている場合が多い。

●高校中退後、通信制で高卒資格を得る者

も少なくない。

●事前の面談が必要な場合が多い(私立)。

p.48～49 通信制高等学校

●府内すべての公立高校で実施

●出願、入学検定料納付、合格発表

●１２月～１月頃

中学からﾏｲﾍﾟｰｼﾞ案内を受け取り登録

●写真データをアップロード

●個人のスマホ、PCから出願登録可能

p.56 公立＜オンライン出願＞

公立 高校入試の流れ

志
望
校
決
定

オ
ン
ラ
イ
ン
出
願
シ
ス
テ
ム

中
学
校
か
ら
、

マ
イ
ペ
ー
ジ
案
内
を
発
行

・
志
願
者
情
報
の
登
録

・
出
願
情
報
の
登
録

・
入
学
検
定
料
の
支
払
い

中
学
校
長
の
承
認
▼
出
願

入
試

オ
ン
ラ
イ
ン
出
願
シ
ス
テ
ム

合
格
発
表

公立 合格発表について

私立（追試験）・公立（追学力検査） 私立受験のメリット・デメリット
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公立受験のメリット・デメリット

R4より「大阪公立大学工業高等専門学校」

・５年制

・「小論文と面接による特別選抜」

・「学力検査による選抜」

※公立特別選抜との併願はできない。

※どちらの選抜でも、合格した者は必ず入学。

日程が公立や私立と違うため、早
めに担任と相談・準備を。

注意とお願い

私立高校も公立高校も、入試の
当日までに、高校までの行き方を各
自で必ず確認しておいてください。

電車の時間、乗り換え、最寄り駅、
高校までの道など。

p.61 奨学金制度

●大阪府育英会「奨学金」【貸付】
「入学時増額奨学資金(無利子)」

は中学校からの申し込みのみ。

●その他：入学した高校へ申し込む。

授業料支援金・支援補助金

●高等学校等就学支援金【国】
(私立・公立学校ともに支給)

●私立高等学校等
授業料支援補助金制度【大阪府】

(府内私立、専修学校)
※一部除外校あり

p.62 授業料無償化制度

●私立・公立ともに、所得や子どもの人
数にかかわらず授業料負担がなくなる。
●いったん納付する必要がある学校も。
●１１月頃に支給される。
●10月1日に在籍していること。

無償になるのは「授業料のみ」

63 64
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p.63 入試情報ご案内

●R8公立入試 学力検査問題
●R8公立入試 アドミッションポリシー

学力検査問題、倍率タイプ

●私立 授業料支援・就学金
●Ｒ８私立入試

説明会・オープンスクール情報

進路懇談日程と相談内容

１２月懇談：私立決定

公立 特別選抜 決定

公立高校(かなり絞り込む)

２月懇談：公立 一般選抜 決定

進学の目的

高校卒業後は大学進学か就職か？を考え、

「公立だけでなく、私立も」

「普通科だけでなく、ほかの学科も」

「高等学校だけでなく、専修学校なども」

視野に入れて、柔軟に進路を考える。

【高校進学は通過点】
入学後も余裕をもって学べる学校を選ぶ。

【ぎりぎりの受験をしない】

公立高校入試について情報検索

●大阪府教育委員会
ホームページ

●府立学校検索ナビ
（ エラボ：淀川中HP上にもあります）

ご清聴、
ありがとうございました。

ご清聴、
ありがとうございました。
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